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コロナ禍による臨時休校中に、起床と朝食の時刻が遅かった小中学生は、 

学校再開後、起床時刻と睡眠時間、清涼飲料の摂取量に大きな変化 
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図 1 臨時休校中の睡眠および食事の時刻パターン（小中学生 4084 人） 

Ệ

 



 

 

 

図 2 臨時休校中



  

 

 

図 3 臨時休校中と学校再開後の食品摂取量の比較（小中学生 4084 人）： 
臨時休校中の睡眠および食事の時刻パターン間の比較 

ṕ Ṗ

 


